
夏ダイコンの Rhizoctoniasolani Kiihnによる根腐病について

井本征史・河野富香・中村啓

要約

井本征史・河野宮香・中村啓二（1978) ：夏ダイコンの Rhizoctoniasolani 
Kiihnによる根腐病について，広島農試報告 40:37～46 
高冷地夏ダイコンの根部に黒褐色で後に亀裂を伴う症状が多発するため，病原
一菌の分離を試みたところ・Rhizoctonia属菌が分離され，菌の形態から R.solani 

’Kiihnと同定した。培養型および菌糸融合群はEB型，第2群第2型であった。
この菌によって病徴の再現，および病斑から菌の再分離に成功した。本菌のP
DA培地上での生育適温は25～30℃，肥大ダイコンの発病可能温度は15℃以上i
発病適温は20～30＇℃であった。本病害は 6月播種， 7～8月収穫の栽培型で多発
【し，播種後却日頃より棄が発病， 25～30日後頃より根部が発病しはじめ，収穫期

には黒褐色の斑点と亀裂を伴う病斑が混在する。病斑は肩部や皮目部に多く観察
される。夕、イコンからは他の培養型の R.solaniも分離されたが，黒変症の病原 u

菌とは考えられなかった。 EB型菌はナス，キュウリ，インゲン，ダイコンの幼
首根部に病原性が高く，なかでもイ γゲンの根部に病斑が多く観察された。また

ダイコン応対する皿B型とE型の病原性および病徴は明らかに異なった。以上か
らR.solaniによるダイコンの病害名は根腐病が適当と思われた。

I 緒 言 を分譲していただL、た。ここに深謝の意を表する。

広島県比婆郡高野町は，標高が600～700mで黒ボク土 II 症 状（病徴〉

壌であるが， 1955年頃からダイコンの栽培が始まり，
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1967年頃から次第に栽培が増え，現在では延べ栽培面積 黒変症状の多発する栽培型は， 7～8月に収穫するし、

はlOOhaに達し，国の野菜指定産地になっている。 わゆる夏ダイコンで，他の作型での発生は少ない。 6月

ダイコンの根部に黒褐色で後に亀裂を伴う症状（以下 上旬に播種した場合の発病は，最終間引の播種20日後頃

黒変症と略称する）は， 1970年頃から発生が認められて より始まり，はじめ地面に接した葉身や葉柄に水浸状～

いたが， 197年竿頃から被害が著しくなり，現在ではこの 暗褐色の円形～長楕円形のやや陥没した病斑が生じる

症状による出荷不能や品質低下は生産されるダイコンの （写真l1）。この病斑は次第に拡大し，間もなく葉柄の

約3割に及ぶと見られ，被害面積は年々拡大する傾向に 基部に及び，棄は葉柄の着生部より脱落する。生育中の

ある。 ダイコンは葉が繁茂して地面を覆い，適当な湿度が保た

筆者らは黒変症の発生原因を明らかにするため，病原 れるようになるため，脱落した葉は菌糸に取り巻かれ，

菌の分離と同定を行い，病徴の再現と菌の再分離に成功 その密度が高まって，やがて周辺に菌核を形成する。

すると共に， R.solaniの培養型，生育温度，各種作物 播種後20日l賓のダイコンは初生皮層の剥離後期であ

の幼苗に対する病原性，発病と温度との関係，生育日数 り，周辺の菌の密度が高い場合，初生皮層（匪軸）は菌

が異なるダイコンに対する病原性および培養型を異にす 糸に取り巻かれ発病し褐変する。しかし，初生皮膚の病

る菌株の肥大ダイコンに対する病原性の比較を行った。 斑が根部組織まて及ぶことはまれである（写真I2）。

ここにその結果の概要を報告する。 ダイコン根部の発病は，播種後25～30日目頃より目立

本試験に用いた比較対照菌は北海道大学の生越明博 つようになる。病斑の最も多い部位は地際で，ダイコン

土，農業技術研究所の鬼木正臣博士に分譲していただ が肥大するにつれて肩部から地際の皮目部に移る傾向が

き，また野菜試験場久留米支場の木曽陪博士より 1菌株 見られ，収穫期には皮目部に多数の病斑がみられる場合
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が多い（写真I3）。

皮目部以外の部分では，初め円形水浸状で，中心部に

暗褐色の斑点のある病斑を生じるが，やがて病斑はやや

陥没して不整形に拡大するとともに暗褐色～黒褐色とな

り，さらに陥没して多くの場合縦に1～2本亀裂を生じ

るが，横に亀裂することもある（写真l3）。病斑によっ

ては黒褐色の径2～3阻で止るものもある。

側根基部から横にのびた隆起組織である皮目部では，

隆起組織の一部に円形～長楕円形で水浸状の病斑を生

じ，この病斑は皮目部にそって横に長く，あるいは長楕

円形に速やかに拡大し，やがて中央部（添充細胞部）に

横に亀裂を有する暗褐色～黒褐色の陥没した横長の病斑

（幅3～5mm）となる。重症の場合は隣接の皮目部の病

斑と融合して大病斑となる（写真I3,4,s,s）。これらの病

斑を切って見ると，内部組織は通常表皮から2～5mmく

らいの深さに変色しており，重症で亀裂が大きくなると

さらに深く変色するが，中心部まで変色することはまれ

である。このような暗褐色～黒褐色の病斑の周辺には菌

糸が取り巻き，黒褐色の病斑の周りやその周辺の土壌に

は菌核が散見される（写真Is,s）。

また，ダイコンが肥大するにつれて暗褐色～黒褐色の

病斑は縦横に亀裂を生じ，淡褐色～黒褐色の病斑（亀裂

褐変型病斑）が多く見られるようになる（写真I1,s）。

III 原因の究明と病原菌の諸性質

1. 実験材料および方法

特記しない限り，一般に次の実験方法によった。

供試菌株：農業技術研究所から分譲をうけた18菌株

（第1表）および筆者らが広島県において， ダイコンの

自然発病株の病害標本から組織分離した45菌株である。

供試培地：病原菌の分離用培地は，水1£に2ogの

寒天を加えた培地または70略のローズベンカツレ加用PD 

A培地を，菌の培養型判定や温度試験などにはPDA培

地（日水製品）を， 7CDIのフラットシャーレに12mtまた

は13mlずつ分注して使用した。土壌接種用務地にはフス

マ5g，海砂15g，水6mlの割合で混合したフスマ培地

を使用した。

供試作物の育酋：沖積土7：真砂土3の割合で混合し

た土を小粒とし，直径3Qcm，高さ18cmの素焼鉢に入れ，

全体を湿らせて 130℃で1時間蒸気殺菌し，同様に蒸気

殺菌した鉢につめ，無肥料で供試した。育酋および接種

後の栽培管理はガラス温室内で行い，必要に応じて液肥

(N12%）の300倍液を施用した。

供試菌の接種方法： PDA培養菌の移床，接種には直

径6mmのコルクボーラで、寒天片と共に打ち銭いたものを

使用した。フスマ培養菌の接種は，接種前に鉢に十分濯

第l表培養型の比較に用いた菌株の来歴

菌株 培養型 菌糸融合群 分離寄主 分離年月日 採集場所

43 IA 1 イ ネ 74. 8.20 富山県富山市三郷

49 IA 1 II 74. 8.22 徳島県徳島市内浜

ぬ15 I B 1 サブクローバー 茨城県

R1-2-1 I B 1 英国トゲナシアカシア 50. 8 東京都目黒区

SSa-1 II 2-1 土 壌 70.10 埼玉県北本町

T Gー1 II 2-1 チューリ ップ ，， ，， 

B Vー1 N 2-2 サトウダイコン 60. 9 茨城県玉里村

BV-26 2-2 ，， 59. 9 岡山県樹原町

BV-30 N 2-2 ，， 56. 5 北海道由仁町

C-98 llIB 2-2 土 壌 72. 6. 福岡県筑後市

C-117 llIB 2-2 イ グ サ 73. 7 熊本県上村

ST-2 3 でノ ヤ ガ イ モ 53. 9 北海道富良野町

ST-3 3 ，， 61. 4 ，， ，， 

ST-5 N 3 // 61. 4 青森県三沢市

SH-33 llIA 4 土 壌 62.10 北海道帯広市

SH-34 llIA 4 II 62. 8 ，， ，， 

SH-21 5 ，， 62. 6 II ，， 

B-8 5 サトウダイコン 52. 5 ''- 札幌市
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水しておき，地面に均一にばらまき，土壌と混和するこ

となく，ビニーノレでかこった枠で覆い， 1～5日間湿室

状態に保った。また，ガラス温室の温度は20℃以下にな

らないように保った。

2. 実験結果

1）病原菌の分離と同定

1976年と1977年に採集したダイコン（品種：夏みの2

号，青首宮重，聖護院）の葉柄および根部の病変部の組

織をそのまま分離用培地に置床し， 1～2日後に菌糸の

先端を寒天片とともに別の培地に移床する操作を2～3

回繰り返して純粋培養としf-=.o

発病ダイコンの病徴が水浸状で，暗褐色あるいは黒褐

色の病斑からの菌の分離は容易であったが，縦横に亀裂

を生じ，淡褐色～暗褐色を呈する病斑からの菌の分離

は出来なかった。なお，農試ほ場で採集した聖護院ダイ

コンで、は，根部の亀裂した暗褐色部分からの菌の分離は

容易で、あっTこ。

分離した菌は Rhizoctonia属菌で， PDA培地上の菌

糸の分岐状態や分岐部のくびれ，分岐近くの隔膜および

厚膜胞子，菌核の観察などによって Rhizoctoniasolani 

Kiihnと同定した。

2) R. solaniの類別

(1）培養型と菌糸融合群

培養型による R.solaniの類別は渡辺らめの方法によ

って行った。筆者らが分離した45菌株を系統が明らかに

されている18菌株（第1表）と同一条件下で培養し，培

養型の判定を行った（第2表）。

高野町の夏ダイコンより分離した28菌株の内，半数の

14菌株はEB型であり，ダイコンの葉，初生皮層，根の

肩部および地際の皮目部などの水浸状，暗褐色あるいは

黒褐色の病斑から分離した菌株である。 IB型が6菌株

あったが， 3菌株はダイコンの中央から先端部にかけて

淡褐色の病斑が不整形に拡大し，縦に亀裂を生じた部分

から分離したものである。 EA型の2菌株はダイコンの

酋立枯株から分離した。その他とした菌株は，ダイコン

の葉，初生皮層および地際の斑点から分離した。 H型は

分離時期が夏期であったためか，高野町からは1菌株も

分離されなかったが， 4月に東広島市八本松町（農試ほ

場）の聖護院および岡市西条町のダイコンから分離した

17菌株はいずれも E型であった。

これらの内皿B型3菌株， E型2菌株について菌糸融

合の観察を生越7,8）の方法によって行ったところ，供試

したEB型菌は第2群第2型， H型菌は第2群第1型で

あった。

(2）培養型と生育温度

PDA培地上で形状の類似する培養型1B型5菌株，

H型5菌株， IIIA型2菌株および IIIB型5菌株を供試

し， Fawcett法12）によって菌糸の伸長量を測定した。

10～35℃におけるPD A培地上の菌糸伸長量は菌株間

のフレが少なく，平均値で示したのが第3表で，供試し

た各培養型の生育適温は，渡辺ら12）の報告とほぼ一致し

た。また， EB型菌は35℃でも菌糸伸長量が5.8mm/24h

もあり，渡辺らが指摘するように高温性の菌と言える

（写真IIs）。

第2表 R.solaniの培養型による類別

時竺旦開竺萱株妻賢官 採集場所

I B Ni.15, R1-2-1 6 2月，7月比婆郡高野町

II SSa-1, TG-1 13 4月 東広島市八本松町

II TG-1 4 4月 ，， 西条町
IIIA SH-34 2 6月 比婆郡高野町

IIIB C-117 14 7月，8月 ,, 
SH-21 1 7月 ，， 

その他 5 7月 ，， 

第3表 ダイコンから分離した菌株の
菌糸伸長量と温度との関係

各温度における菌糸の平（均mm／伸2長4h量） 

培養型 35℃ 30'。C 25。C 20'C 15'C lO'C 

I B 1. 4 20.9 19. 9 14.8 7.2 3.5 

II 。2.1 12.4 10.8 6.9 4.4 
IIIA 0.9 15.2 16.0 13.1 8.2 5.0 

IIIB 5.8 17.9 13.8 11. 0 5.9 2.6 

(3) 各種作物の幼苗に対する病原性

ダイコンから分離した R.solaniの各培養型の菌を用

い， トマト，キュウリ，インゲン，ダイコンの幼商に対

する病原性を調べ，結果を第4表に示した。

I B型菌の病原性はトマト，ナス，キュウリで高く，

インゲ‘ン，ダイコンの発病程度はやや軽く，渡辺ら12）の

結果と一致した。

E型菌はダイコンの幼商に対する病原性が最も高い点

は，渡辺らと一致したが，他の幼苗に対する発病蕗率は

渡辺の結果より高かった。

III A型菌の発病苗率は渡辺らの結果よりかなり低く，

発病程度も軽症で、あった。特にトマト，インゲンに対す

る病原性が低く，ダイコンに対しても発病苗率は50%に
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とどまっTこo

ms型菌の発病苗率はインゲγ，ダイコソで高く，渡
辺らの結果と一致し，他の培養型に比較して根の発病率

が高かった。特にイ γゲソの根部で重症株が多く見られ

ることは，渡辺らの結果と一致した。

が高く， E型菌では2～3日で初生皮層が水浸状に侵さ

れて倒伏するが，根の中心柱まで侵されることは少な

く，黒褐色に変色するのに比し， EB型菌では発病がや

や遅く，初生皮層が水浸状に侵され，伊欣した後もあま

り変色しない点や，容易に中心柱が侵されることなど，

明らかに異った病徴を示した。E型菌とEB型菌は共にダイコγ幼苗に対する病原性

培

養

型

トマト

発枯茎根

病死重要
苗苗病病
% %男~ % 

lB.99 390 6 

II 94 o 87 7 
llIA 35 0 25 10 

lll:B 83 7 37 39 

品種 福寿2号

第4表 R.solani菌の幼苗に対する病原性

ナス

発枯茎根

病死翼翼
苗苗病病
% % % % 

73 16 38 19 

71 13 29 29 

54 2 6 46 

黒 陽

キュウリ

発枯茎俣
病死部部
発発

苗苗病病
%%%%  
100 99 0 1 

93 3 81 9 

86 14 70 2 

83 5 15 63 

地 這

インゲン

発枯茎根

病死翼翼
苗苗病病
% %ヌ~ % 

81 0 44 37 

55 0 28 27 

33 0 10 23 

92 7 10 75 

長うずら

ダイョ γ

発柏初＊根

病死毒薬
蕗苗病病
%%%%  
75 2 73 'O 

100 21 79 0 

50 0 50 0 

88 36 33 19 

時 無

注）数値はIIIA型2菌株の平均，その他は5菌株の平均。接種期間中のガラス温室温度は20℃以上に保った。

ホ初皮は初生皮層（匪軸部）。

3）肥大したダイコンに対する R.solaniの病原性

(1) Ill B型菌による病徴の再現と菌の再分離

病徴の再現試験には高野町の夏ダイコンから分離した

H-3菌株（IllB型）を使用した。 18Clll鉢に時無ダイコ

ンを播種し， 2本仕立で42日間育苗したものに， 25℃で

8日間フスマ培養した菌を接種した。 1区3鉢とし，有

傷と無傷の区をもうけ，有傷は3本の針でダイコンの地

際部に深さ2～3mmの傷をつけた。接種後5日間21～25

℃の温度で湿室状態に保ち，その後ガラス温室に移し，

一部は乾燥状態で52日間育てた。

フスマ培養菌（鉢当り 3g）の接種区は，有傷区，無

傷区とも接種後4～5日目頃より葉柄に水浸状の病斑を

生じ，初生皮層の褐変も観察されたが，接種14日後には

地際部の特に皮目部に多くの病斑が生じていた。

皮日部以外の病徴は暗褐色，黒褐色または水浸状で2

～lQmmの病斑を生じ，やや陥没し，なかには亀裂を生じ

ているものも見られた。水浸状の病斑は他の病徴のもの

より大きい病斑が多かった。

皮日部では，水浸状や暗褐色の病斑が皮目にそって長

楕円形または不整形に拡がり，数個の皮目を侵して大病

斑となったものや，黒褐色で横長（幅2～3mm）の病斑

を生じた（写真ll1）。共にやや陥没して亀裂を生じてい

た。重症の場合は隣接の皮目部の病斑と融合し（写真

Eδ，病斑部の内部組織は2～3mm変色していた（写真

II 2）。

このように，人工接種による病斑は自然発病株と全く

同ーの病徴であった。病斑から菌の再分離を行い，菌の

同定を行うとともに培養型を調べたところ，接種菌と同

じ培養型で、あった。

また，接種株を温室（昼間30・C以上）に移し，土壌水
分を少なくして管理し接種後57日自に調べたところ，

ガラス温室に移す前に生じていた病斑は，自然発病株で

しばしば観察される縦横の亀裂を伴う淡褐色～黒褐色の

病斑（亀裂褐変型病斑）に変わっていた（写真IIa）。こ

の結果，自然発病の病斑から菌の分離が出来なかった亀

裂褐変型の病斑は，本菌によって生じることが明らかと

なった。

（の生育日数が異なるダイコンに対する病原性

試験Ift.，青首宮重を約5日間隔で10回に分けて播種

し， 18～62日間育成したダイコソに， 25℃で10日間フス

マ培養したH-3菌株（］］！B型）を鉢当り 1g接種した。

試験EではH-3菌株とH-10菌株 (II型）を用い，約

10日間隔で5回に分けて播種し， 20～63日間育成した時

無ダイコンに， 25℃で19日間フスマ培養した菌を鉢当り

3 g接種した。結果は第5表の通りである。

試験Iの場合，播種後18日と 33日自に接種したもの

は，接種10日後に初生皮層がかなり侵され，播種後37日

目の接種では初生皮層や地際部分で病斑が認められた。

地中内の皮日部の病斑は播種後43日から62日目に接種し

たものに初めて生じた。接種70日目には播種後18,33日
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第5表生育日数が異なるダイコンに対する R.solaniの病原性

播種から 接種目日 目 接種後70日目(l)

接種まで 地 際 地 中 /f 41日目＜ID

の日数初生皮層地上部 皮目部その他 皮日部その他 初生皮膚 皮日部

試験I IDB型 62日目 0.3 。 13.0 。 10.0 。 25.0 
(H-3菌） 53日目 。 。 6.3 。 2.0 。 18.5 

43日目 。 0. 7 3.0 。 5.7 。 7.0 
33日目 1. 3 。 。 。 。 。 汚点 。
18日目 1. 3 。 。 。 。 /f 。

試験E 斑B型 63日目 1. 5 10.0 11. 0 14.2 21. 5 1.8 1. 5 54.0 
(H-3菌） 52日目 1. 5 2.0 7.8 16.8 18.0 5.5 1.8 75.8 

43日目 2.0 4.3 4.0 6.5 21. 8 1.8 1.8 52.7 
30日目 2.0 2.3 3.8 1. 3 19.3 0.7 1. 5 36.5 
却日目 2.0 2.3 2.2 5. 7 。 1.0 13.3 

E型 63日目 1. 8 0.3 21. 5 1. 5 56.3 1. 3 2.0 109.8 
(H-10菌） 52日目 2.0 2. 7 31. 8 0.5 37.0 。 2.0 80.0 

43日目 2.0 2. 3 10. 7 。 20.5 。 2.0 55.8 
30日目 2.0 4. 0 5.0 2.2 22.0 。 1. 0 57.8 
20日目 2.0 1.7 0.7 1. 8 。 0. 6 44. 2 

注）数値Ii1株当りの病斑数〈試験I：接種目日自は3本平均， 70日目は2本平均，試験E：接種10日目， 41日目
いずれも5～6本平均）地際部は約1.5Cm幅として調査した。

目の接種で侵された初生皮層の部分はわずかな汚点とし

て残っていたが，肥大した部分には病斑はなく，播種後

43日目以降の接種で現われた反目部の病斑は大部分が縦

横に亀裂を生じていた。

接種量を多くした試験Eの皿B型菌の場合は，接種10

日後の調査では，いずれの生育日数でも皮目部，その他

の部分に病斑が生じたが，生育日数が長いものほど，病

斑数が多く，試験Iと同一傾向であった。接種41日：後の

調査では，生育日数が短いダイコンに接種したものほど

亀裂褐変型の病斑は大きくなる傾向が見られた。

以上の実験で， EB型菌では生育日数の短いダイコン
は発病しにくく，生育後半の肥大したダイコンが発病し

やすいことが明らかになった。

E型菌の場合も，いずれの生育日数でも発病するが，

IlIB型菌と同様に生育日数の長いものに接種するほど全

体の病斑数は多くなり，接種10日目の調査でこの傾向が

強く現われた。これらの病斑は，初生皮層の部分では後

に亀裂を伴う病斑になるが，皮目部では変化がなく，接

種後41日の調査でも， EB型菌にくらべて亀裂褐変型の
病斑ははるかに少なかった。

(3）発病と温度との関係

供試菌として IB型 (H-42菌株）， E型（H-10菌

株）およびEB型（H-3菌株）を用L、， E寺無ダイコン

を2本仕立として60日間育成したものに， 25℃で13日間

フスマ培養した菌を接種し，直ちにビ、ニーノレ袋で覆い，

第6表 R.solani菌のダイコンに対する病原性と

温度との関係

処理初生 その他の部分

皮目部地り際上部よ 地り下際部よ
備考

温度皮層

皿B型 5。C 0 。。 。
(H-3菌） 10 。。。 。

15 1. 5 0.5 0.8 。
20 1. 8 8.3 18. 0 0.3 
25 2 17.0 30.0 19.0大型病斑＊
30 2 14.0 5.0 3.0 ，，奪

E型 5 1. 0 。。 。
(H-10菌〕 10 1. 5 5.3 4. 5 。

15 1. 5 29. 3 2.0 。
20 1. 3 17. 3 2.0 。
25 1.5 20.3 5.0 2.0 
30 0. 8 2.8 。 。

I B型 5 。。。 。
(H-42菌） 10 0.8 。。 。

15 0.5 。。 。
20 2. 0 15. 0 1. 8 。
25 1. 5 3.0 3. 3 0.3 
30 0.5 1. 5 2.0 。

注）数値は1本当りの病斑数（4本の平均，叫主1本

の病斑数）

5℃， 10℃， 15・c,20・C,25℃， 30℃の各室に入れ， 10

日後に抜き取り調査を行った。結果を第6表に示す。

肥大したダイコンに対する発病の最低温度は， EB型
菌で15℃， I B型菌で、は16～19℃の関で、あったが， E型



(4）培養型の異なる菌株の病原性の比較

供試菌株は第1表の各菌と，木曽氏より分譲を受けた

llI A型1菌株および筆者らが分離した菌の計46菌株を用

いた。 12cm鉢（試験I）と15cm（試験IDに育首宮重を

播種し， 2本仕立で33日間と40日間育成したものに，フ

スマ培地で11日間と7日間培養した菌を鉢当り 1g (10 

月5日）と 2g (12月23日）接種した。

試験Iは昼間のガラス室が高温であったためかE型菌
の病斑数が少ない傾向であったが，培養型菌株の病原性

を見るため，試験IとEの病斑数を培養型別に集計した

のが第7表である。

培養型によっては供試菌株数が少ないものがあった

が，ダイコソの根部に多数の病斑を生じた培養型は， II 

型とEB型であった。 EA型菌株による地下部の病斑は

20株に1病斑見られたにすぎなかった。また， I B型菌

株は病斑を生じなかったが，別の試験では少数ではある

が， E型菌株に類似した病斑を生じた。

E型菌株による病斑は皮目部に集中的に数多く見られ

るのが特徴で，まれに皮目部以外に小斑点 (1mm以下）

が多数生じることもある。通常皮日部にそって淡褐色～

黒褐色の斑点が横に長く線状に連なるが，低温時には地

際部にやや大型の陥没した病斑が見られ，亀裂を生じる

こともある。 EB型商の病徴は再現試験で記したので，

ここでは省略するが，皮目部の病斑はE型菌の病斑と明

らかに異なった。第8表でダイコンにおけるEB型酋と

第40号広島県立農業試験場報告

菌では10℃でかなり発病し， 5℃で－発病しなかったので‘

6～9℃の聞と考えられた。また，発病の最適温度はI

B型で20～25℃， E裂で15～25℃， EB型で20～3o・cで

あった。 IB型の発病程度は非常に軽く，皮目部等にE

型萄の病徴と類似の小病斑を生じたが， 20℃以上では皮

自の部分で線状となり，その他の部分では小病斑にとど

まっTこ。
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各培養型のダイコンに対する病原性

1株当りの病斑数
皮目部以

一企豆量生
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注）供試ダイコンは直径約10mmに育苗したものを使用。

＊ダイコ γ根部の地面より上部。

ダイコンにおける R.solani llI B型と E型の比較第8表

第2群l-1型llI B型
第2群第2型

培養型
菌糸融合群

10月播種11～12月収穫6月播種7～8月収穫型作生発

初生皮膚を侵し，黒褐色となって倒伏する

が，枯死することは少ない。
一般に初生皮層と中心柱（伍軸）を侵し地

上部はしおれ枯死することが多い。

幼苗（播種14日後）

に対する病原性

播種後20～25日頃播種後20～25日i実生発初

初生皮層や皮目部全体（地際部に多）に生

じる。

葉柄，初生皮膚および根肩部や地際部の皮

目に多い。

位部病発

30℃で発病する場合もある。 10℃でかなり

発病し， 5℃で発病しない。

破線または線状で褐色～陪褐色を呈し，病

斑の幅はあまり拡大しない。しかし，低温

時（10～15℃）では地際の皮目部を中心に

1～2コ，円形または不整形の大病斑を生
じ陥没する。ダイコンの肥大にともなう

皮目部の亀裂褐変型病斑は通常皮百部以内

に留まり，縦に亀裂を生じることもある。

15℃で発病する場合もあ

円形～長楕円形の水浸状～暗褐色の病斑は

横に細長く，あるいは長楕円形，速やかに

拡大し，陥没し，横長の病斑（幅3～5mm) 

の中央部に横に亀裂を生じ重症の場合は

隣接の皮目部の病斑と融合し，内部組織ま

で変色する。ダイコンの肥大にともなう皮

目部の亀裂褐変型病斑は大型となる。

30℃で多発し，

る。

界

皮目部の病徴

限病発

II 5a Plate II 5b Plate 真写
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E型菌の発生作型，病原性，病徴などの比較を行った。 T占。

IV 考 察

わが国における R.solaniのダイコン幼苗に対する病

原性は多くの研究者1,10,12）によって調べられているが，

肥大Lたダイコンに対する病害記載は新留らめが最初で

あり，それによると葉柄に長楕円形で陥没した暗褐色の

病斑を生じ，初生皮層は褐変するが中心柱には及ばず，根

冠部などの表層の病斑は円形～不整形で暗褐色を呈し，

不規則な亀裂を生じるものと陥没して組織深く侵すもの

を大根根腐病と命名している。中山らのは夏ダイコンの

円形～不整形のやや陥没した病斑部から Rhizoctonia属

菌を分離して病徴の再現に成功したが，網目状または不

規則な亀裂を生じる病斑は明らかに出来なかったとし，

根腐症状として報告している。柏木ら2，めは冬ダイコンの

皮目部の褐色～黒褐色の細い線状の病斑より R.solani 

(II型）を分離し，病徴の再現に成功し，横縞症として

いる。

竹内らめは病害の立場から見たダイコンの生育障害を

類別し，根部の異状が表層に発生するものとして横縞

症，根腐病，根腐症，黒変症，亀裂褐変症等をあげ，こ

れらの症状の発生原因として①単一の原因によるもので

はなし幾つかの病原や要因が関与している，②同ーの

病原が発生条件によって種々の症状を発現している，の

二通りを考え，比較的病原力の弱い病原が根部のごく表

層のみを侵害して局部的な変色や壊死をもたらし根部

の肥大に伴って亀裂や陥没を生じ，感染時やその後の環

境条件によって多様な症状を発生させるものと推測して

いる。また，これらの症状を呈する病斑からは Rhizoc-

tonia spp., Aphanomyces spp., Pythium spp., Fusar-

ium sp.などが検出されるので，これらの菌の病原性，

特に症状との関連についてさらに十分な解明が必要で、あ

るとしている。

筆者らは，夏ダイコンの黒変症からR.solaui (III B 

型）を高率に分離し，病徴の再現と菌の再分離に成功し

た。 EB型による病徴は，竹内らが類別した根部表層に

発生するものの中の根腐病，根腐症，黒変症と同じ病徴

であることが推察される。また，病徴の再現試験で発病

したダイコンを高温，乾燥下の条件で、52日間保ったとこ

ろ，亀裂褐変型の病斑が再現された。 この型の病斑は

Aphanomyces sp.,<l Pythium sρ＇p.11）などでも生じるこ

とが報告されているが， R.solaniの寄生によっても発病

することを明らかにできた。また， R. solani H型菌は

筆者らの接種試験でも，柏木らと同様に横縞症を生じ

以上のように，本県のダイコンにおいては， R.solani 

III B型菌によって根腐症状およひ。亀裂褐変症状を，また

E型菌によって横縞症状を発現し，竹内らが推測したよ

うに，ダイコンの栽培時期や感染時期，あるいは感染後

の環境条件によって様々な病徴が現われることを明らか

にした。その病徴は，新留ら，中山らの記載と一致し

た。したがって， R. solaniの寄生によるダイコンの病

害の病名は新留，糸賀町が命名している”根腐病”が適

当と恩われる。

V 摘 要

黒ボク土壌で栽培されている高冷地夏ダイコ γの根部

に黒褐色の病斑を生じる病害（黒変症）が多発するため，

kの発生状況と発生原因を検討した。

1.黒変症は， 6月播種7～8月収穫の栽培型で多発

し，播種後20日l実から葉身，葉柄，初生皮層が発病， 25

～30日後頃から根部に病斑が認められ，収穫期頃には根

の肩部や，地際に近い皮目部を主体に暗褐色～黒褐色の

陥没した病斑や亀裂を生じた淡褐色～黒褐色の病斑（亀

裂褐変型病斑）が混在する。

2.黒変斑の組織から菌の分離を行った結果， Rhizoct-

onia属菌が分離され， R.solani Kiihnと同定された。培

養型及び菌糸融合群はEB型，第2群第2型であった。
3 . R. solani III B型によって， 自然発病株と同様の水

浸状～黒褐色の陥没した班長及ひ亀裂を伴った長楕円形

の病斑が再現され，その病斑からEB型菌が再分離され

た。

4.ダイコンから分離した R.solani I B型， E型，目
A型， EB型菌のトマト，ナス，キュウリ，イ γゲン，

ダイコン幼苗に対する病原性を調べた。ダイコンではE

型， EB型菌の病原性が高く， 2～5日で共に倒伏し，
枯死率はE型で20%, III B型で、36%であっTらまたEB 

型はいずれの幼苗に対しても線部に病斑が多く，特にイ

ンゲンで重症株が多かった。

5 • R. solani III B型による生育日数の異なるダイコン

の発病は，生育日数の短いダイコンで発病しにくく，生

育後半の肥大したダイコンで‘発病しやすかった。

6.肥大したダイコンの根部に多数の病斑を生じる培養

型は， E型とEB型で，両者の病徴および病原性は明ら

かに異なり，皮目部の病徴によって両者は区別できる。

また， E型の発病最低温度は6～9℃の間，適温は15～

25℃， E B型の発病最低温度は15。C，適温は20～30℃で

あった。
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7.以上から R.solaniによるダイコ γの病害名は根腐

病が適当と忠われた。

いで．九州病虫研報 2 : 68～69ら
7）生越明： 1972.Rhizoctonia solani Kiihnの菌糸融

合による類別．日植病報 38（吟： 117～122.
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Root Rot of Japanese Radish Caused by Rhizoctonia solani Kii凶 inSnmmer Culture 

Masashi IMOTO, Tomika KONO and Keiji NAKAMURA 

Summary 

The injury, making black lesions of various size渇 onthe roots surface of Japanese radish were 

occurred in仕ienorthern mountainous regions of Hiroshima Prefecture. Rhizoctonia solani Kiihn 

were isolated from世ieselesions. Based on Watanabe’s criteria, majority of仕ieisolates were iden-

'tified ・cultural type III B. This isolate made black lesions on the roots surface by inoculation and 

from these lesions, R. solani (cultural type III B) were reisolated. This isolates grew well from 25 ・ 

to 30。Con potato-dextrose agar. The minimum temperature to infect plants was about 15。Cand the 
optimum was between 20 to 30°C. 

Japanese radish which were seeded in June and harvested in summer period was most severely 

damaged by仕risdisease. After 20 days from seeding, black lesions started to appear along the 

petiole and further 5 to 10 days later the disease progressed to roots. At harvest times, a lots of 

blackish brown lesions usually accompanying lateral cracks were observed all over出eroots 

surface, especially numerous at位ielenticel and aerial parts of roots. 

Although a few numbers of culturai type唱 IB and III A were also isolated from di担 asedparts, 

仕ieywere not induced root rot symptom caused by cultural type III B. Cultural type III B isolate 

made blackish brown spots to roots of juvenile plant of tomato, cucumber, kidney bean and Japanese 

radish. The paせiogenicityand symptom expression of cultural type III B to Japanese radish were 

distinct from出oseof cultural type II reported by Kashiwagi et al .. 

From位ieabove rsults, it is proper to designate出isdisease as root rot of Japane担 radish.



井本 ・河野 ・中村；夏ダイコンの Rhizoctoniasolani Kuhnによる根腐病について 45 

図版説明

Rhizoctonia solaniによる病徴と諸性質

Plate I 自然発病株の病徴

1～6 III B型菌が容易に分離される。
7 , 8 菌の分離は困難である。

Plate JI 再現された病徴と諸性質

l～4 IIIB型による病徴。
s a : JI型菌 b：皿B型菌
6 有傷接種による内部組織の変色，接種8日目，

有傷の深さ c: 2omm, d : lQmm, e : 5 mm, 

f : 2 mm。

7 皮目部（添充細胞部）への菌の侵入。

8 III B型菌の温度別生育状況，培養10日目。

Plate I 
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